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研究成果の概要（和文）：革新的な技術や製品の登場に対して、その市場におけるインパクトを軽視し、既存製
品への依存から取り入れることに遅れることをイノベーションのジレンマと呼ぶ。それらの現象をマルチ・エー
ジェント・シミュレーションで再現し、その実験結果からイノベーションのジレンマに対応するための戦略的行
動についての示唆を得た。その結果をデータから実証するため、日本の繊維産業におけるイノベーションのジレ
ンマに関してアンケート調査を行い、共分散構造分析をおこなった。繊維は衰退産業だと思われているが、その
中でジレンマを克服する企業がある。産業の中でもイノベーションを起こす原因について統計的に有意なパス解
析モデルが提示できた。

研究成果の概要（英文）：For innovative technologies and products to emerge, we call on innovation 
dilemmas that neglecting the impact on the market and delaying to incorporate from dependence on 
existing products. These phenomena are reproduced by multi-agent simulation, and from the 
experimental results, they are suggested about strategic behavior to cope with the dilemma of 
innovation. To demonstrate the results from the data, a questionnaire survey was conducted on the 
dilemma of innovation in the Japanese textile industry, and covariance structure analysis was 
conducted. Fibers are thought to be a declining industry, but among them there are many companies 
that overcome and regenerate the dilemma. Among such industries, a statistically significant path 
analysis model could be presented for the cause of innovation. Network analysis is also conducted 
for the textile industry. The result also suggests suggestions on industrial clusters as a condition
 of industry to overcome the dilemma of innovation. 

研究分野： イノベーション
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１．研究開始当初の背景 
経営戦略論におけるイノベーションの普及
に関する理論において、大企業は革新的な技
術や製品の登場に対して、その市場における
インパクトを軽視し、既存製品への依存から
取り入れることに遅れることをイノベーシ
ョンのジレンマと呼ぶ。イノベーション理論
において大企業が破壊的な技術や製品領域
（ブラックスワン）の登場に対して、既存の
技術や製品領域（ホワイトスワン）の規模や
収益から魅力的に感じられず、それらへの取
組がおくれるため、その破壊的イノベーショ
ンに乗り遅れる。そして、その機会をとらえ
られず衰退してしまうことがイノベーショ
ンのジレンマと呼ばれている。日本では、オ
ープン化された技術による企画が得意な米
国企業と、オープン化技術による生産が得意
な中国・台湾企業に挟まれた状況で衰退した
産業が存在する。その遠因を日本の産業クラ
スター内の戦略的行動の特性に求める必要
がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は日本の伝統産業がイノベ

ーションのジレンマに陥る特徴的な理由を
明らかにすることである。イノベーションの
ジレンマに陥り衰退する産業が我が国にも
多数存在している。それらの産業の中でもジ
レンマにとらわれずに再生に成功する企業
もわずかであるが存在する。それらの現象を
マルチ・エージェント・シミュレーションで
再現し、その実験結果からイノベーションの
ジレンマに対応するための戦略的行動につ
いての示唆を得ている。その結果をデータか
ら実証するため、日本の繊維産業におけるイ
ノベーションのジレンマに関してアンケー
ト調査を行い、共分散構造分析をおこなう。
繊維産業は日本では自動車やハイテク製品
を輸出するために 輸入する見捨てられた産
業とみなされているが、その中でもジレンマ
を克服し再生する企業が多数ある。そのよう
な産業の背景の中でもイノベーションを 起
こす原因について統計的に有意なパス解析
モデルが提示する。繊維産業についてはネッ
トワーク分析も実施する。その結果としてイ
ノベーションのジレンマを克服する産業の
条件としての産業クラスターの在り方につ
いて示唆を提示する必要がある。 
 
３．研究の方法 
日本の伝統産業がイノベーションのジレ

ンマに陥る特徴的な理由を明らかにするこ
とであるため、日本の伝統的な産業の産業ク
ラスターにおけるイノベーションのジレン
マの要因をアンケート調査と統計分析から
求めた。またそのその要因となる戦略的行動
の特徴をマルチ・エージェント・シミュレー
ションにより考察した。 
 
４．研究成果 

イノベーションのジレンマ を克服する産業
の条件としての産業クラスターの在り方に
ついて示唆を提示できている。 繊維産業（テ
キスタイル）では、産業クラスター（産地）
内の大多数が新たな技術に取り組まない場
合には、突出した戦略行動は起こさない。場
合によっては、突出した戦略的行動をとる他
社を排除することもある。その結果も踏まえ
た上で、日本の醤油産業におけるイノベーシ
ョンのジレンマに関してもアンケート調査
をおこなった。その結果は繊維産業とほぼ同
じ構造のものである。ただし、醤油産業の方
が伝統の味の保存により新技術を採用しな
いインセンティブが働くと考えられる。 
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